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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

新
潟
県
阿
賀
野
川
河
口
附
近
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
の
調
査
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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井 
光 
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郎 
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提 

出 
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小 

澤 

貞 

孝 

 

一 

 



 

特
別
研
究
班
の
研
究
報
告
は
、
本
年
六
月
九
日
附
内
閣
衆
質
五
五
第
四
号
の
政
府
答
弁
書
に
あ
る
よ
う
に
、 

「
研
究
報
告
は
、
相
互
に
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
行
な
わ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
し
た
立
場

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。
汚
染
源
に
対
す
る
結
論
は
、
疫
学
的
見
地
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
厚
生
省
と
し

て
は
、
更
に
総
合
的
意
見
を
と
り
ま
と
め
る
必
要
上
、
各
専
門
分
野
か
ら
の
検
討
を
加
え
る
た
め
、
食
品
衛
生
調

査
会
の
意
見
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
疫
学
研
究
班
の
構
成
な
ら
び
に
そ
の
結

論
に
は
、
幾
多
の
疑
問
が
あ
り
、
と
う
て
い
世
論
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

新
潟
県
阿
賀
野
川
下
流
河
口
附
近
に
お
い
て
有
機
水
銀
中
毒
患
者
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
厚
生
省
に
お
い
て 

は
、
臨
床
研
究
班
、
試
験
研
究
班
、
疫
学
研
究
班
を
編
成
し
、
研
究
を
行
な
つ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
本
年
三

月
、
議
論
の
過
程
を
公
表
し
た
。 

 
新
潟
県
阿
賀
野
川
河
口
附
近
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
の
調
査
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

疫
学
研
究
班
の
報
告
に
よ
る
と
、
本
事
件
の
発
生
が
、
病
因
物
質
と
し
て
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
に
起
因
す
る
も

の
と
し
て
、
農
薬
と
工
場
排
水
と
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
両
者
に
つ
い
て
、
平

行
的
に
公
正
な
第
三
者
に
よ
る
実
情
調
査
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

と
こ
ろ
が
、
疫
学
研
究
班
の
構
成
員
を
み
る
と
こ
の
両
者
（
農
薬
と
工
場
排
水
）
を
調
査
す
る
の
に
妥
当
で
な

い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
新
潟
県
衛
生
部
長
は
、
農
薬
販
売
業
者
な
ら
び
に
使
用
者
団
体
の
農

薬
の
保
管
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
、
責
任
あ
る
立
場
に
い
る
。 

こ
の
水
銀
中
毒
事
件
発
生
の
原
因
と
み
ら
れ
る
新
潟
地
震
に
よ
る
農
薬
の
流
出
し
た
前
後
に
お
い
て
、
農
薬

保
管
管
理
に
つ
き
、
新
潟
県
衛
生
部
長
名
を
も
つ
て
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
十
日
薬
第
三
八
二
五
号
、
昭
和
三

十
九
年
七
月
十
七
日
薬
第
一
九
〇
九
号
（
添
付
資
料
参
照
）
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
三
日
「
新
潟
地
震
災
害
に
よ

る
漂
流
農
薬
の
危
害
防
止
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
お
よ
び
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
十
三
日
薬
第
二
〇
二
五
号
等
が

出
さ
れ
て
い
る
。 

四 

 



 

昭
和
三
十
九
年
六
月
十
六
日
に
起
き
た
新
潟
地
震
は
、
新
潟
県
衛
生
対
策
記
録
「
毒
物
ま
た
は
劇
物
で
あ
る

農
薬
が
、
倉
庫
附
近
の
港
内
、
住
宅
地
帯
及
び
日
本
海
に
流
出
し
ま
し
た
。
」
（
記
録
六
八
ペ
ー
ジ
）
等
に
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
流
出
農
薬
に
よ
つ
て
、
地
震
後
に
、
一
時
的
濃
厚
極
域
汚
染
に
よ
つ
て
、

患
者
が
発
生
し
た
と
み
る
こ
と
が
き
わ
め
て
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
で
み
る
な
ら
ば
、

新
潟
県
衛
生
部
長
は
、
本
患
者
発
生
原
因
の
追
及
に
当
た
つ
て
は
、
当
然
被
疑
者
の
一
員
と
目
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
立
場
で
あ
り
、
か
か
る
立
場
か
ら
、
疫
学
研
究
班
の
中
心
的
活
動
を
行
な
つ
た
新
潟
県
衛
生
部
長 

 

は
、
疫
学
研
究
班
員
と
し
て
は
妥
当
で
な
か
つ
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
伺
い

た
い
。 

こ
れ
ら
の
資
料
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
農
薬
保
管
の
趣
旨
が
徹
底
せ
ず
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
第
十
九
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
行
政
処
分
な
ら
び
に
告
発
の
手
続
を
行
な
う
こ
と
を
重
ね
て
周
知
（
昭
和
三
十
九
年

七
月
十
七
日
薬
第
一
九
〇
九
号
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
つ
た
。 

五 

 



 

二

(イ ) 
以
上
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
被
疑
者
の
立
場
に
あ
る
県
衛
生
部
長
は
、
本
中
毒
事
件
の
発
表
の
あ
つ
た
昭
和

四
十
年
六
月
十
二
日
か
ら
わ
ず
か
十
日
た
つ
た
六
月
二
十
二
日
に
新
潟
日
報
に
「
農
薬
に
原
因
は
み
あ
た
ら

な
い
、
従
つ
て
こ
れ
以
上
農
薬
を
調
査
す
る
計
画
は
な
い
。
」
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

(ロ ) 

疫
学
研
究
班
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
「
当
時
農
薬
保
管
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
倉
庫
業
社
は
七
社
で
、
十
倉
庫

あ
つ
た
が
、
い
ず
れ
も
傾
斜
陥
没
ま
た
は
浸
水
等
の
被
害
を
受
け
た
。 

農
薬
中
に
は
毒
物
、
劇
物
が
あ
り
、
保
管
に
は
万
全
の
処
置
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
品
名
、
数
量
に
つ

い
て
取
扱
者
か
ら
の
届
出
の
義
務
が
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
常
時
実
態
を
は
握
す
る
状
態
で
は
な
か
つ
た
の

で
、
倉
庫
業
者
保
管
依
頼
者
の
帳
簿
、
記
録
に
よ
つ
て
の
報
告
か
ら
保
管
数
量
、
被
災
数
量
処
分
方
法
等
を

調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
」
と
あ
る
。 

こ
れ
で
は
、
始
め
か
ら
原
因
が
農
薬
か
工
場
排
水
か
を
調
査
す
る
の
に
公
正
な
立
場
で
行
な
つ
た
と
は
思

わ
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

六 

 



 

(ハ ) 

疫
学
研
究
班
報
告
書
の
表
Ⅲ
―

30
「
新
潟
地
震
発
生
時
農
薬
保
管
倉
庫
に
お
け
る
水
銀
農
薬
の
保
管
被
災

処
分
の
状
況
」
に
よ
れ
ば
、 

こ
の
報
告
書
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
農
薬
の
流
出
し
た
か
否
か
を
調
査
せ
ず
、
業
者
の
報
告
に
よ
つ
て

い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
農
薬
流
出
に
つ
い
て
厳
正
な
追
求
が
行
な
わ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
前
述
の
よ
う
に
、
保
管
が
悪
い
の
で
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
に
基
づ
い
て
告
発
の
手
続
を
行
な
う
こ
と
を

警
告
し
て
い
る
事
実
を
参
照
） 

保
管
数
量
は
一
、
七
〇
五
、
三
一
三
キ
ロ
グ
ラ
ム 

返 
 

品 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
三
四
、
二
〇
八
キ
ロ
グ
ラ
ム 

減
価
販
売 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
四
、
六
五
一
キ
ロ
グ
ラ
ム 

被
災
数
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
八
七
、
四
七
三
キ
ロ
グ
ラ
ム 

よ
つ
て
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

七 

 



 

(ホ ) 

新
潟
商
船
倉
庫
内
の
廃
棄
水
銀
農
薬
は
、
疫
学
研
究
班
の
報
告
に
よ
れ
ば
三
七
、
五
七
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
と 

(ニ ) 

農
薬
取
締
法
第
十
条
に
基
づ
き
、
製
造
業
者
、
輸
入
業
者
、
及
び
販
売
業
者
は
、
被
災
七
社
、
十
倉
庫
の

農
薬
に
つ
い
て
、
そ
の
業
者
別
、
種
類
別
数
量
が
明
ら
か
と
な
つ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。 

と
詳
細
な
数
字
に
よ
つ
て
い
て
、
流
出
農
薬
は
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

し
か
る
に
、
お
び
た
だ
し
い
農
薬
が
流
出
し
、
ま
た
漂
流
農
薬
が
拾
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
県
の
資
料

に
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

よ
つ
て
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
五
日
（
地
震
前
日
）
と
昭
和
三
十
九
年
六
月
三
十
日
（
地
震
二
週
間
後
）
の
両

日
に
お
け
る
数
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
の
流
出
農
薬
に
つ
い
て
、
保
管
者
、
農
薬
の
種
類
、
数
量
等
調
査
が
な
さ
れ
た
か
否
か
答
弁
を
願
い
た

い
。 廃 

 

棄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
三
八
、
六
一
四
キ
ロ
グ
ラ
ム 

八 

 



 

(ト ) 

前
述

(ハ )
の
項
に
水
銀
農
薬
の
保
管
被
災
処
分
の
状
況
を
記
載
し
て
お
い
た
が
、
衛
生
対
策
の
記
録
に
よ
る

と
、
地
震
、
津
波
と
と
も
に
防
潮
堤
の
欠
壊
に
よ
り
水
没
し
た
滝
沢
倉
庫
に
は
、「
約
二
〇
〇
ト
ン
の
農
薬
が

保
管
さ
れ
て
お
り
船
に
よ
り
そ
の
半
分
を
搬
出
し
た
が
、
水
中
の
作
業
は
困
難
を
き
わ
め
た
の
で
搬
出
作
業

を
中
止
し
た
」
と
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
滝
沢
倉
庫
の
保
管
品
は
全
部
が
被
災
し
、
半
数
は
水
中
に
取

り
残
さ
れ
流
出
に
任
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。 

(ヘ ) 

新
潟
商
船
倉
庫
内
の
被
災
水
銀
農
薬
は
、
疫
学
研
究
班
に
よ
れ
ば
五
一
、
六
五
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

が
、
新
潟
県
衛
生
対
策
の
記
録
（
六
八
ペ
ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
一
二
〇
ト
ン
で
あ
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
。
ま

た
、
一
二
〇
ト
ン
か
ら
廃
棄
（
埋
設
）
し
た
約
三
八
ト
ン
の
残
り
八
二
ト
ン
が
流
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
点
は
ど
う
か
。 

な
つ
て
お
り
、
こ
れ
が
全
部
埋
設
さ
れ
た
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
だ
れ
が
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に

し
て
、
何
月
何
日
か
ら
幾
日
間
で
埋
め
た
か
、
埋
設
の
深
さ
と
あ
わ
せ
て
回
答
願
い
た
い
。 

九 

 



 

次
に
、
衛
生
対
策
の
記
録
は
、「
流
出
す
る
恐
れ
の
な
い
被
災
倉
庫
か
ら
搬
出
し
た
被
災
農
薬
約
二
四
〇
ト

ン
は
土
中
に
埋
設
し
て
廃
棄
処
分
を
行
な
つ
た
。
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
二
四
〇
ト
ン
と
前
掲
の
廃
棄
量
二
三

八
ト
ン
六
一
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
体
数
量
が
合
つ
て
い
る
。
従
つ
て
、
以
上
を
総
合
す
る
と
、
滝
沢
倉
庫
の

半
数
以
上
が
水
中
に
放
置
さ
れ
て
流
出
に
任
さ
れ
た
数
量
は
前
掲
の
廃
棄
数
量
に
入
つ
て
い
な
い
と
み
る
べ

き
だ
と
思
う
。 

第
二
点
と
し
て
、
滝
沢
倉
庫
及
び
そ
の
他
、
被
災
倉
庫
の
被
災
農
薬
の
廃
棄
日
時
、
場
所
、
数
量
、
廃
棄

処
分
責
任
者
、
船
、
ト
ラ
ッ
ク
そ
の
他
運
搬
に
当
た
つ
た
運
輸
会
社
名
、
船
頭
、
運
転
手
、
上
乗
り
等
の
運

搬
者
の
氏
名
、
監
督
官
庁
と
し
て
の
県
側
の
処
分
立
会
人
の
氏
名
な
ど
を
調
査
の
上
、
知
ら
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。 

そ
こ
で
第
一
点
と
し
て
、
た
だ
今
述
べ
た
両
者
の
関
係
を
お
伺
い
す
る
。 

な
お
、
前
記
昭
和
三
十
九
年
七
月
十
七
日
薬
第
一
九
〇
九
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
倉
庫
以
外
の
事
務
所 

一
〇 

 



 

三 

前
述
の
よ
う
に
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
は
、
農
薬
と
工
場
排
水
に
も
と
め
て
い
る
が
、
工
場
排
水
に
つ
い
て 

 

は
、
阿
賀
野
川
河
口
附
近
の
中
毒
患
者
発
生
地
の
中
心
位
置
に
あ
る
「
日
本
ガ
ス
化
学
松
浜
工
場
」
と
患
者
発
生

地
よ
り
約
六
十
五
キ
ロ
上
流
の
「
鹿
瀬
電
工
」
の
両
者
の
う
ち
、
日
本
ガ
ス
化
学
松
浜
工
場
に
つ
い
て
疫
学
研
究

班
の
報
告
は
、
「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
合
成
に
伴
う
精
留
ド
レ
ン
排
水
は
中
和
沈
殿
を
行
な
つ
た
後
、
新
井
郷 

(チ ) 

疫
学
研
究
班
報
告
に
よ
る
と
、
た
と
え
農
薬
が
流
出
し
た
と
し
て
も
そ
の
中
に
混
在
す
る
メ
チ
ル
水
銀
化

合
物
の
量
を
「
仮
に
〇･
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
計
算
す
れ
ば
」
と
い
つ
て
い
る
が
、
私
が
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
東
京
歯
科
大
、
国
立
衛
生
試
験
所
等
の
数
値
は
〇･

三
で
あ
つ
て
そ
れ
と
比
較
す
る
と
三
十
分 

の
一
程
度
に
取
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

内
、
あ
る
い
は
民
家
の
の
き
下
等
に
な
ん
ら
防
護
策
を
施
す
こ
と
な
く
積
ま
れ
て
い
た
農
薬
、
そ
の
他
地
震

津
波
に
よ
る
被
災
地
域
に
お
け
る
農
協
倉
庫
等
の
農
薬
の
処
分
に
つ
い
て
も
前
記
に
準
じ
て
調
査
の
上
、
知

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

一
一 

 



 

川
に
放
流
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
新
井
郷
川
は
日
本
海
に
注
い
で
い
る
が
、
阿
賀
野
川
と
は
水
路
で
つ
な
が
つ
て

い
る
の
で
、
そ
の
実
情
調
査
を
行
な
つ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
水
路
は
二
重
に
し
や
断
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
水
量
も

少
な
く
、
ま
た
、
通
常
阿
賀
野
川
か
ら
新
井
郷
川
に
向
か
つ
て
水
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
な
お
地

震
後
、
水
路
は
ほ
と
ん
ど
閉
そ
く
さ
れ
た
状
態
と
な
つ
た
の
で
工
場
排
水
が
新
井
郷
川
か
ら
阿
賀
野
川
に
流
入

し
、
河
水
を
汚
染
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
か
つ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
私
は
前
記
の
ご

と
く
、
今
回
の
中
毒
事
件
は
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
農
薬
に
よ
つ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
が
、
余
り
に
も
調
査
が
ず
さ
ん
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
疫
学
班
報
告

書
の
信
ぴ
よ
う
性
の
問
題
と
し
て
質
問
し
た
い
。 

前
述
の
よ
う
に
、
排
水
は
新
井
郷
川
に
流
さ
れ
て
い
た
が
、
「
そ
の
水
路
は
二
重
に
し
や
断
さ
れ
て
い
た
。
」
と

い
つ
て
い
る
。
し
か
し
私
が
現
地
で
み
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
新
井
郷
川
寄
り
の
水
門
は
、
開
放
さ
れ
て
い 

 

た
。
疫
学
研
究
班
の
報
告
は
間
違
い
な
い
か
。 
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四 

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
県
衛
生
部
長
等
、
疫
学
研
究
班
の
一
員
と
し
て
公
平
な
調
査
を
行
な
う
の
に
妥

当
と
は
思
わ
れ
な
い
者
に
、
こ
の
班
の
中
核
的
な
調
査
活
動
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。 

(一 ) 

次
の
よ
う
な
単
純
で
素
朴
な
し
か
も
根
本
的
な
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。 

こ
の
こ
と
は
河
川
局
か
ら
も
聞
い
て
い
る
が
、
疫
学
研
究
班
の
報
告
は
こ
れ
と
逆
で
あ
る
。
こ
の
点
政
府
は
ど

う
考
え
る
か
。 

し
か
も
「
通
常
阿
賀
野
川
か
ら
新
井
郷
川
に
向
か
つ
て
水
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
」
と
あ
る
が
、
私

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昔
は
、
新
井
郷
川
は
こ
の
水
路
が
新
井
郷
川
そ
の
も
の
で
、
阿
賀
野
川
に
注
い
で
い
た
。 

従
つ
て
新
井
郷
川
の
水
は
新
井
郷
川
よ
り
阿
賀
野
川
に
流
れ
て
い
た
と
思
う
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
伺
い
た
い
。 

ま
た
、
「
水
量
は
少
な
か
つ
た
。
」
と
あ
る
が
、
船
航
は
可
能
で
水
量
は
多
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
。 

予
見
を
も
つ
て
結
論
を
導
く
と
い
う
調
査
を
行
な
つ
た
の
で
、 
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(二 ) 

ま
た
、
疫
学
研
究
班
は
阿
賀
野
川
河
口
に
お
け
る
局
地
的
汚
染
が
鹿
瀬
電
工
の
排
水
に
原
因
が
あ
る
と
い

う
結
び
つ
け
を
行
な
う
た
め
に 

(d) 

鹿
瀬
付
近
の
た
つ
た
一
ぴ
き
の
ウ
ナ
ギ
に
メ
チ
ル
水
銀
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
。 

(c) 

頭
髪
中
に
一
〇
〇
Ｐ･

Ｐ･

Ｍ
以
上
の
水
銀
保
有
者
が
一
人
上
流
に
い
た
こ
と
。 

(b) 

飼
猫
が
一
ぴ
き
地
震
一
年
前
に
患
者
発
生
地
帯
で
死
亡
し
た
こ
と
。 

(a) 

患
者
の
毛
髪
中
に
一
人
だ
け
地
震
前
か
ら
の
水
銀
汚
染
が
あ
つ
た
こ
と
。 

(ロ ) 

工
場
の
排
水
下
流
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
揚
川
発
電
所
の
ダ
ム
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
魚
の
浮

揚
も
犬
猫
の
死
亡
も
患
者
も
発
生
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。 

(イ ) 
水
質
汚
濁
に
よ
る
被
害
は
、
汚
染
源
か
ら
す
ぎ
さ
る
に
つ
れ
て
減
少
す
る
の
が
常
識
な
の
に
、
な
ぜ
河

口
付
近
の
み
に
患
者
が
で
て
、
中
、
上
流
に
は
一
人
も
発
生
し
な
い
の
か
。 

す
な
わ
ち 
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(e) 

地
震
の
際
、
農
薬
投
棄
し
た
と
い
わ
れ
る
部
落 

(d) 

流
出
農
薬
の
漂
着
地
点 

(c) 

埠
頭
に
お
け
る
被
災
農
薬
倉
庫 

(b) 

す
べ
て
の
患
者
の
発
生
地
帯 

(a) 

異
常
な
魚
の
浮
上
地
帯 

こ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
河
口
付
近
の
事
故
現
場
を
中
心
に
半
径
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
一

時
的
、
極
地
的
、
濃
厚
汚
染
源
が
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
半
径
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は 

等
を
あ
げ
て
い
る
。 

し
か
し
最
近
の
水
銀
農
薬
の
大
量
消
費
（
特
に
イ
モ
チ
病
の
酢
酸
フ
ェ
ニ
ー
ル
水
銀
農
薬
中
に
も
メ
チ
ル

水
銀
が
含
有
し
て
い
る
）
に
よ
つ
て
、
全
国
各
地
で
前
述

(a)
～

(d)
の
現
象
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
各
方
面
か
ら

論
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
五 

 



 

五 

さ
て
、
阿
賀
野
川
河
口
付
近
の
中
毒
患
者
発
生
の
汚
染
源
追
及
は
以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に 

よ
つ
て
政
府
は
、
こ
の
半
径
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
汚
染
源
、
農
薬
の
流
出
、
投
棄
な
ど
に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て
調
査
を
行
な
う
必
要
あ
り
と
思
う
が
、
所
見
を
承
り
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
疫
学
研
究
班
は
公
平

な
人
選
で
な
く
、
こ
の
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
汚
染
源
の
追
及
を
故
意
に
回
避
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。 

等
の
理
由
に
よ
り
、
今
後
の
汚
染
源
究
明
に
は
相
当
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
は
常
識
で
あ
り
、
患
者
の
救
済
補

償
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
真
の
原
因
究
明
が
行
な
わ
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
一
方
被

災
者
の
救
済
も
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
後
日
、
原
因
究
明
が
行
な
わ
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
に
対
し 

等
々
が
す
べ
て
こ
の
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
入
つ
て
い
る
。 

一 

疫
学
班
の
一
部
人
選
に
誤
り
が
あ
つ
た
。 

二 

河
口
付
近
の
も
つ
と
も
重
要
地
点
の
汚
染
源
の
追
及
が
い
ま
だ
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。 
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求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
政
府
と
し
て
は
こ
の
際
患
者
の
救
済
に
万
全
を
期
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
政
府
の
所
見
を
承
り
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 
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